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三
面	

恐
竜
研
究
で
モ
ン
ゴ
ル
留
学　
第
２
回

五
面	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
第
７
回

七
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う　
第
22
回

北
海
道
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

事
業
推
進
部
門
教
授
加
藤
　
　
悟

大
藪
　
隼
平

井
上
　
高
聡

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
院 

自
然
史
科
学
専
攻 

地
球
惑
星

シ
ス
テ
ム
科
学
講
座 

日
本
学
術
振
興
会 

特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
博
士 

北

海

道

大

学

大

学

文

書

館

２
ヶ
月
程
度
の
短
期
間
の
た
め
バ
ジ
ル
や
シ

ソ
な
ど
の
葉
物
が
中
心
だ
っ
た
が
、
９
月
に

入
って
キ
ュウ
リ
や
ト
マ
ト
、
食
用
ホ
オ
ズ
キ

な
ど
が
収
穫
で
き
た
。
こ
れ
に
倣
って
か
部

局
の
落
ち
葉
や
雑
草
を
堆
肥
化
す
る
活
動

が
保
健
科
学
研
究
院
で
始
ま
っ
た
と
聞
く
。

こ
れ
と
は
別
に
３
年
前
に
石
山
通
を
挟

ん
だ
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
の
、
札
幌
研
究
林
と
キ
ャ
ン
パス
を
結

ぶ
跨
道
橋
撤
去
工
事
の
際
に
伐
採
さ
れ
た

数
百
本
の
樹
木
の
内
、一部
を
製
材
し
て
保

管
し
て
い
た
。
こ
の
材
の一部
は
北
海
道
ワ

イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
寄
付
の
返
礼
品

で
木
箱
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
学
内
コン

テ
ス
ト
の
記
念
の
盾
に
利
用
さ
れ
た
。
板

材
の
存
在
が
知
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う

か
、
今
年
に
な
って
学
生
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
で
洋
酒
樽
の
製
作
に
利
用
さ
れ
た
が
、

初
の
学
外
利
用
と
し
て
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
折

り
返
し
地
点
の
モ
ニュメ
ン
ト
に
利
用
さ
れ

北
大
の
景
観
と
言
え
ば
農
場
に
そ
び
え

る
ポ
プ
ラ
並
木
が
有
名
だ
。
近
年
で
は
金

葉
祭
で
賑
わ
う
イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
。
ハ
ル
ニ
レ
を
中
心
と
し
た

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン

の
コ
ー
ス
に
も
な
って
お
り
、
エ
ル
ム
の
森
と

言
わ
れ
る
だ
け
あ
って
、
こ
の
風
景
こ
そ
が

北
大
人
の
心
象
風
景
か
も
知
れ
な
い
。
他

に
も
中
央
ロ
ー
ン
や
各
部
局
の
敷
地
に
も

多
種
多
様
な
樹
木
が
あ
り
、
緑
豊
か
な

キ
ャ
ン
パス
を
彩
って
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
樹
木
か
ら
は
毎
年

多
く
の
落
ち
葉
が
生
ま
れ
る
。
枯
れ
枝
や

風
倒
木
も
出
る
。
工
事
な
ど
で
伐
採
さ
れ

る
樹
木
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
枝
や
幹
は

ど
こへ
行
く
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
部
局
の

敷
地
分
は
除
外
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

落
ち
葉
は
百
年
記
念
館
北
側
の
崖
あ
た
り

に
、
枝
な
ど
は
北
キ
ャ
ン
パス
の
旧
ス
ク
ー
ル

バス
車
庫
前
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。
落
ち
葉

は
収
容
能
力
を
超
え
る
と
廃
棄
物
と
し
て

学
外
へ
処
分
さ
れ
る
。
枝
や
幹
は
木
質
燃

料
と
し
て
引
き
取
って
貰
う
と
も
聞
く
が
、

現
状
は
山
積
み
状
態
に
見
え
る
。
木
質

燃
料
に
利
用
さ
れ
る
と
は
言
え
、
費
用
を

か
け
て
燃
や
し
て
し
ま
う
と
言
う
こ
と
は

ち
ょっ
と
も
っ
た
い
な
い
な
あ
と
も
思
う
。

緑
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

そ
ん
な
中
、
今
年
は
あ
る
試
み
が
行
わ

れ
た
。
場
所
は
総
合
博
物
館
中
庭
で
、
普

段
か
ら
中
庭
の
管
理
を
し
て
い
る
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
き
た
み
て
ガ
ー
デ
ン
」

の
協
力
の
下
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

と
の
協
働
で
行
わ
れ
た
。
１
０
０
％
キ
ャ
ン

パス
の
落
ち
葉
で
作
っ
た
腐
葉
土
の
み
で
育

て
た
野
菜
を
、
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭
の
レ
セ
プ

シ
ョン
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
実
質

た
。
さ
ら
に
桑
園
地
区
に
建
設
さ
れ
た
エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
の
エ
ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
の
森
の
ベン
チ
と
し
て
大
々
的
に
使
わ

れ
た
、
そ
の
端
材
は
チ
カ
ホ
空
間
で
行
わ

れ
る
サ
イ
エン
ス
フェス
タ
に
も
活
用
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
。
年
明
け
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に

置
く
椅
子
プ
ロ
ジェク
ト
も
始
ま
る
よ
う
だ

が
、
製
材
し
保
管
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
伐

採
木
の
利
用
は
可
能
な
の
だ
と
思
っ
た
。

喜
び
を
分
か
ち
合
え
るS

D
G

s

な
取
組

板
材
の
利
用
は
基
本
的
に
は
有
償
で
提

供
す
る
。
そ
れ
を
原
資
に
今
後
の
伐
採
や

製
材
費
用
に
充
て
る
。
こ
れ
は
部
局
単
位

で
出
来
る
事
で
は
無
い
。
北
大
キ
ャ
ン
パス

を
ひ
と
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
持
続
的
に
は
続
か
な
い
し
、
部

局
任
せ
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
落
ち
葉
の
腐
葉
土
化
は
あ

る
程
度
部
局
で
も
出
来
る
と
思
う
。
ゴ
ミ

と
し
て
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
菜
園
な
ど

を
作
って
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
い

う
の
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
ん
な

こ
と
が
来
年
、
北
キ
ャ
ン
パス
の
創
成
研
究

機
構
の
整
備
中
の
中
庭
で
も
行
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
事
例
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

最
後
に
夢
物
語
で
言
え
ば
、
い
つ
か
ク

ラ
ー
ク
像
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
植
え
込
み
が
、

巨
大
な
炉
と
し
て
盛
大
な
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
が
行
え
る
集
い
の
場
と
な
り
、
木
材

資
源
を
通
し
た
祭
が
出
来
た
ら
と
思
う
。

ま
た
、
木
や
落
ち
葉
と
は
直
接
関
係
な
い

が
、
循
環
バ
ス
も
馬
車
で
運
行
出
来
た
ら

良
い
な
あ
と
思
う
。
北
大
は
そ
ん
な
突
飛

と
も
思
え
る
こ
と
さ
えSD

Gs

と
し
て
取
り

組
め
る
、
懐
の
大
き
い
大
学
で
あ
って
欲
し

い
と
心
か
ら
思
う
。
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いじわるじいさん
『
ノ
イ
エ
・
ハ
イ
マ
ー
ト
』（
池

澤
夏
樹
著
）
は
、
難
民
た

ち
の
逃
避
行
を
辿
る
作
品

集
だ
。
内
乱
や
飢
饉
か
ら

生
き
延
び
る
為
、
シ
リ
ア
な

ど
か
ら
逃
れ
る
人
々
が
い
る
。

業
者
手
配
の
ト
ラ
ッ
ク
や
船

に
揺
ら
れ
、
難
路
を
歩
く
。

命
か
ら
が
ら
の
移
動
だ
っ
た
▼

著
者
は
日
本
人
も
難
民
だ
っ

た
と
、
本
書
に
満
州
の
引
揚

者
の
章
を
加
え
た
。
昭
和

20
年
の
敗
戦
で
、
満
州
は
日
本
の
外
地

か
ら
外
国
に
転
じ
た
。
在
住
の
日
本
人

は
職
も
家
も
失
い
、
飢
え
や
伝
染
病
に

苦
し
む
。
引
き
揚
げ
を
待
つ
間
に
息
絶

え
る
人
も
。
引
揚
者
の
中
に
義
母
も
い

た
。
０
歳
の
子
を
背
負
い
、
２
人
の
幼

子
を
つ
れ
て
逃
げ
た
。
背
の
子
と
い
う

の
は
夫
の
こ
と
。
難
民
は
他
人
事
で
は

な
い
の
だ
▼
国
連
に
は
、
故
郷
を
追
わ

れ
た
人
々
の
保
護
が
目
的
の
「
難
民
条

約
」
が
あ
り
、
１
９
８
１
年
に
日
本
も

加
入
し
た
。『
ボ
ー
ダ
ー
』（
佐
々
涼
子

著
）
に
登
場
す
る
あ
る
イ
ラ
ン
人
は
反

政
府
活
動
に
参
加
し
た
為
、
帰
国
は
死

刑
を
意
味
す
る
が
難
民
認
定
さ
れ
て
い

な
い
。「
難
民
条
約
の
加
盟
国
だ
か
ら

来
た
が
、
受
け
入
れ
る
気
が
な
い
な
ら

日
本
は
条
約
か
ら
脱
退
し
て
ほ
し
い
」

と
彼
は
言
う
▼
昨
年
度
、
日
本
の
難
民

認
定
数
は
申
請
者
の
１
割
に
も
満
た
な

か
っ
た
。
非
認
定
者
は
就
労
が
禁
じ
ら

れ
、
入
管
施
設
に
収
容
さ
れ
る
不
安
に

脅
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
義
母
か
ら

聞
い
た
命
か
ら
が
ら
の
日
々
が
想
起
さ
れ

る
。
彼
ら
は
こ
の
新
年
を
ど
ん
な
思
い

で
迎
え
た
だ
ろ
う
か
。�

（
今
日
子
）

● 

セ
ミ
ナ
ー
概
要
と
全
体
企
画
に
つ
い
て

全
国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
が
２
０
２
４
年
８
月
30
日
㈮
、
31
日

㈯
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
山
形
大
学

で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風
10
号
が
強
い
勢
力
で
日
本
に
接

近
し
て
い
た
た
め
、
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
全
体
テ
ー
マ
「
協
同
組
合
の
原
点
に
立
ち

返
り
大
学
生
協
を
考
え
る
」
の
も
と
、
初
日
は
基
調
講
演
２
件
、

報
告
５
件
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
石
川
工
業
高

等
専
門
学
校
の
船
戸
慶
輔
先
生
よ
り
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
生
協
店
舗
へ
の
影
響
に
つ

い
て
ご
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
明
治
大
学
の
大
高
研
道
先
生
が
鶴
岡
生
協（
共

立
社
）の
目
指
し
た
生
協
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
生
協
は
地
域
の

人
々
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
で
き
、
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
れ

ば
何
と
か
な
る
と
い
う
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
場
で
あ
る
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
件
目
の
基
調
講
演
で
は
、
法
政
大
学
の
伊
丹

謙
太
郎
先
生
が
社
会
的
連
帯
経
済
を
紹
介
さ
れ
、“
今
だ
け
、
金

だ
け
、
自
分
だ
け
”と
い
う
日
本
の
世
相
に
お
い
て
、
協
同
組
合

で
の
連
帯
の
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
の
講
演
で
は
大
学
生
協
が
新
設
さ
れ
た
豊
橋
創

造
大
学
の
朝
元
尊
先
生
よ
り
大
学
生
協
の
良
さ
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
他
事
業
者
で
は
お
昼
休
み
に
食
べ

物
が
な
い
、
教
材
が
販
売
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
も
の
の
、

大
学
生
協
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
生
活
の

充
実
に
つ
な
が
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
４
つ
の
分
科
会
が
あ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生

の
読
書
―
ど
う
な
の
、
ど
う
す
る
？
」、「
協
同
組
合
と
大
学
生
協

の
原
点
か
ら『
食
と
安
全
』を
考
え
る
」、「
昨
今
の
国
際
情
勢
を
踏

ま
え
た
緊
急
企
画
」、「
環
境
を
守
り
防
災
を
進
め
る『
頑
健
な
』大

学
生
協
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
、「
協
同
組
合
の
聖
地
・
鶴
岡
に
学
ぶ
」
と
い
う
特

別
企
画
も
５
つ
目
の
分
科
会
と
し
て
開
催
予
定
で
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

● 

分
科
会
②
　
食
と
安
全

２
日
目
の
分
科
会
で
は
「
協
同
組
合
と
大
学
生
協
の
原
点
か

ら『
食
と
安
全
』を
考
え
る
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
名
城
大
学
の

北
見
宏
介
先
生
が
分
科
会
企
画
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
大

学
生
協
は
食
材
供
給
の
た
め
に
発
足
し
た
も
の
の
、
食
べ
物
に

不
自
由
し
な
い
現
在
で
は
食
育
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、“
食
べ
る
こ
と
は
学

ぶ
こ
と
”で
あ
る
は
ず
が
、
現
在
の
混
雑
し
た
食
堂
で
は“
食
べ

る
こ
と
は
学
ば
な
い
こ
と
”に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
と
提
起

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
報
告
講
演
で
は
、
鹿
児
島
大
学
の
熊
澤
典

良
先
生
よ
り
食
堂
混
雑
情
報
シ
ス
テ
ムSm

aM
E

に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
食
堂
の
混
雑
状
況

を
確
認
し
て
混
雑
を
避
け
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
混
雑
の
要
因
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

Sm
aM
E

は
熊
澤
先
生
の
研
究
室
に
お
い
て
生
協
と
共
同
で
開
発

さ
れ
、
大
学
生
協
な
ら
で
は
の
協
同
の
取
組
で
し
た
。

● 

分
科
会
④
　
環
境
・
防
災

本
分
科
会
で
は
、
富
山
大
学
の
横
畑
泰
志
先
生
の
趣
旨
説
明

と
司
会
の
も
と
、
大
学
生
協
の
環
境
活
動
と
防
災
の
取
り
組
み

を
議
論
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
大
学
生
協
の
環
境
活
動
へ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
横
畑
先
生
が
報
告
し
ま
し
た
。

20
％
が
や
や
影
響
あ
り
、
15
％
が
中
程
度
の
影
響
、
23
％
が
影

響
大
、
13
％
が
非
常
に
影
響
大
と
回
答
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
大
半

の
大
学
生
協
の
環
境
活
動
に
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大
規
模
生

協
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
生

委
員
会
が
し
っ
か
り
組
織
さ
れ
て
い
る
と
環
境
活
動
が
多
様
化

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
小
さ
く
な
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
石
川
高
専
生
協
の
船
戸
理
事
長
か
ら
の
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
前
後
の
災
害
対
応
に
関
す
る
報
告
で
し
た
。
発

災
か
ら
営
業
再
開
に
至
る
ま
で
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
地
震
に
至
る
過
去
の
災
害
で
関
係
者
の
意
識
が
高
ま
っ

て
お
り
、
高
専
と
生
協
で
災
害
時
の
総
合
協
力
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
し
た
点
が
、
今
回
の
災
害
対
応
で
有
益
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
な
が
ら
も
生
協
購
買
店
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た

だ
く
な
ど
、
山
形
大
学
生
協
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
ふ
れ
る

セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
企
画
だ
け
で
な
く
、
急

な
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ
の
変
更
な
ど
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
全
国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
は

２
０
２
６
年
に
名
城
大
学
で
開
催
予
定
で
す
。

「全国教職員セミナー」に参加して
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北海道大学大学院理学院  自然史科学専攻  地球惑星システム科学講座
日本学術振興会  特別研究員DC2

博士2年  大藪  隼平

９月８日。モンゴルでの生活も早いもので３ヶ月が経った。モンゴル語で簡単な挨拶をしたり、数を数えたりできるぐ
らいには慣れてきた。そして、弟子ができた。彼の名前はビルグンボルド君で、古生物学研究所に勤務している。彼
も僕と同じく鎧竜類を研究しており、その縁で一緒に標本を観察したり、勉強した
りしている。そんなこんなで日々過ごすうちに、発掘調査の前日になった。２週間
ほどのゴビ砂漠での生活に備え、大型軍用トラックのKAMAZに食料や発掘道具
をせっせと積んでいく（写真１）。調査人数が30人ほどいるので、その分荷物も多
い。この発掘調査は、北海道大学総合博物館の小林快次教授（筆者の指導教員
である）と古生物学研究所が共同で主導しており、筆者はその一員として参加さ
せてもらっている。調査地は、アーリベクダクという、後期白亜紀の地層であるバ
インシレ層 (約9千万年前) が露出している地域である。調査の目的はその地域の
恐竜相の一端を解明することである。そのため、新たな恐竜化石を発見・発掘し、
研究所に安全に持ち帰ることが調査のミッションとなるわけだ。この地域は様々な
恐竜化石が見つかることが分かってきているので、期待大なのだ。

丸二日の長い道中を経てアーリベクダクに到着した。みんなでベースキャンプ
（写真２）を設営した後、早速化石探しに向かった。そんな簡単に化石なんて見つ
かるのか？と思われがちだが、意外と爪や歯、骨片のような小さい化石はポロポロ
と落ちている。また、そのような骨片を辿っていくと、大きな骨の発見につながる
こともある。ビルグンボルド君と一緒に血眼になって探していると、地面から骨が
飛び出しているのが見えた。少し掘り進めると地中につながっている。２人で慎重
に掘り進めると、恐竜の腰の骨と思われる骨が出てきた（写真３）。ただ、思ったよ
りも骨が続いておらず、保存状態も悪かったために、泣く泣くこの骨はお蔵入りに
した。なかなかうまくいかないのが現実である。

途中、予想外の大嵐に見舞われ、ベースキャンプが半壊するアクシデントに見
舞われたが、なんとか調査を続けていた。みんなの疲労が見え始めた調査後半、
首と尻尾の長い、巨大植物食恐竜である竜脚類の全身骨格が発見され、発掘作業
が始まった（写真４）。筆者はその発掘とジャケット作成作業に参加した。ジャケッ
トとは骨の入った母岩に、石膏に浸した麻布を巻きつけて固めた塊である。こうす
ることで、化石を壊さずに安全に持ち帰れるのだ。ジャケットを作成するためには、
骨の周りを丁寧かつ大胆に深く掘り込む必要がある。この作業がかなりしんどいの
である。砂漠特有の日照りの中、嵐のせいで湿った重い土砂をスコップでかきだ

し、硬い砂岩は削岩機でガンガン削っていく。細かいところはハンマーやタガネ、デンタルピックで慎重に削る。小林
教授総指揮のもと、このような作業を１週間ほど行い、大小13個のジャケットがで
きた。気づけば燃えるような夕焼けに包まれていて、お腹も空いていた。心地良
い疲労感と充実感を感じながら、すぐにキャンプ地に戻り最後の晩餐を楽しんだ。
ぐっすり寝た翌日の朝、荷物を全て片付けてウランバートルへと出発した。いざ調
査が終わると少し寂しい。不思議である。

このように、恐竜研究には多大なる準備と労力と予算が注ぎ込まれる。我々が
博物館等で見られる化石も、もとは大変な過程を踏んでいるのだ。発掘の経験を
すると、恐竜の標本を研究させてもらえるのは本当にありがたいことだし、当たり
前じゃないなと思う。こうしたみんなの努力と情熱を背負って、僕は今日も化石と
向き合う。� （次号に続く）

恐恐竜竜研研究究ででモンモンゴゴルル留学留学
〜第2回  ゴビ砂漠で恐竜発掘編〜〜第2回  ゴビ砂漠で恐竜発掘編〜

【写真１【写真１】】KAMAZトラックに大量の荷物をKAMAZトラックに大量の荷物を
積み込む積み込む

【写真２【写真２】】ベースキャンプの様子ベースキャンプの様子。。ここで食ここで食
事や調査の準備をする。事や調査の準備をする。

【写真３【写真３】】筆者とビルグンボルド君が腰の骨筆者とビルグンボルド君が腰の骨
を掘り進める様子を掘り進める様子

【写真４【写真４】】竜脚類の発掘現場竜脚類の発掘現場。。肩の骨と筆者肩の骨と筆者
がほぼ同じサイズである。がほぼ同じサイズである。
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2025年３月３日（月）（函館キャンパスは２月３日（月））より、食堂メニューの「非組合員割増価格（２割増）」設定を実
施します。

生協は加入してご利用いただくお店です。出資し、組合員のみなさまが加入メリットを感じられるように、またより
多くのみなさんに生協への加入をお願いしたく、この度「非組合員割増価格」の設定をおこないました。
「組合員価格でご利用」には、組合員証のご提示をお願いします。ご提示がない場合は「非組合員割増価格」でのご提供

となります。

食堂メニュー「非組合員割増価格」設定のお知らせ

組合員なるにはどうしたら良いですか？

工学部購買、医学部購買、保健購買、歯学部購買、薬学部購買、
農学部購買、文系ミニショップ、理学ミニショップ、ポプラ店、
北部トラベルセンター、共済センター

受付店舗

アプリで組合員証が提示できない場合（スマートフォンを利用していない場合）は？

カード式の組合員証を発行いたします。
お手数をおかけしますが、クラーク会館共済センター迄お越しください。

組合員証を忘れた場合の料金はどうなりますか？

非組合員価格でのご利用となります。
差額の返金は受け付けておりませんので、必ず組合員証をお持ちください。

下記受付店舗で出資金をお支払いただき、加入フォームをご案内いたします。
必要事項をご記入いただき加入となります。

組合員かどうか確認したい場合は？

下記のお問い合わせフォーム、
またはクラーク会館共済センターへ
お問い合わせください。

https://forms.office.com/r/Vkiau5kraR

組合員価格で利用するには？

・生協電子マネー、ミールプランでのご利用
もしくは

・組合員証をご提示
（現金・その他の決済のご利用の場合）

組合員の提示方法
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SDGs
「北海道大学サステイナビリティ宣言」

北海道大学SDGs事業推進部門　教授　加藤　悟

クラーク10月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 TOEIC L&R TEST出る単特急金のフレーズ TEX加藤 朝日新聞出版 6 生成AI時代の言語論 大澤真幸 左右社

2 歴史学はこう考える 松沢裕作 筑摩書房 7 学力喪失 今井むつみ 岩波書店

3 はじめて受けるTOEIC L&Rテスト全パート完全攻略 小石裕子 アルク（品川区） 8 崩壊する日本の公教育 鈴木大裕 集英社

4 まったく新しいアカデミック・ライティングの教科書 阿部幸大 光文社 9 加耶／任那　古代朝鮮に倭の拠点はあったか 仁藤敦史 中央公論新社

5 つながるアイヌ考古学 関根達人 新泉社 10 戦友会狂騒曲 遠藤美幸 地平社

クラーク書籍便り
Vol.21

2位『歴史学は～』は教科書
採用以外でも売れています。
4位『まったく新しいアカデミック
～』は人文系論文を独学で書く
ためのバイブルで全国的なベス
トセラーに。7位『学力喪失』、
8位『崩壊する～』など広く教育
を考える新書新刊も好調です。

前回のoptimismの続きから。アメリカの大統領選挙でトランプ氏に敗北後のカマラ・ハリス氏の演説でもこの
単語が効果的に使用された。演説の最後にキング牧師の"Only when it is dark enough can you see the stars."

（暗いときにしか星は見えない）を引用した後、Let us fill the sky with the light of a brilliant, brilliant billion 
stars, the light of optimism, of faith, of truth and service.（私たちは、燦然と輝く10億の星の光、楽観主義の光、
信仰の光、真実の光、そして奉仕の光で空を埋め尽くそう。（DeepL翻訳による））と語った。

このoptimismを「前向きな」と訳出しているサイトもあった。faithも「誠実な」という感覚に近いと思う。気
候変動対策は1992年に国連で枠組み条約が採択されてから32年も経過しているにもかかわらず、確実に対策が進
んでいるとは言えない。だからといって今までの取り組みや現在の取り組みが全く意味がないものではない。悲観
することなく、前向きに、今できることに野心的に取り組んでいきたい。

さて、2024年８月１日に「北海道大学サステイナビリティ宣言」を発出した。いくつかの企業は自らのSDGs
に対する取り組みをアピールし、銀行や投資家からの資金調達を有利にするためにSDGs宣言を出している。また
いくつかの自治体はSDGs未来都市の指定を受けることと連動してSDGs宣言を出している。これらはSDGsに示さ
れたゴールやターゲットに対して、自らの組織がどのように取り組んでいるかを宣言するものである。しかし、北
海道大学のサステイナビリティ宣言はこれらとは異なる。

国連のSDGsについては、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の構成要素に過ぎず、重要なのは前文な
どに書かれた理念や世界観であることは以前説明した。その世界観は、「より大きな自由の追求」「協同的なパート
ナーシップ」「誰一人取り残さない」「ウェルビーイング」「経済・社会・環境の調和」であり、それを世界で共有
することに意味があると説明した。

北海道大学サステイナビリティ宣言での世界観は、「学生、教職員、経営層も含めた全ての構成員を対象」、「各
自が矜持と尊厳をもって活動する」、「自らの可能性へ挑戦するなど個々の能力を最大限に発揮する」、「学内外エン
ゲージメント（一体感と共感）」「誠実さと公平性などの倫理観」である。
「2030アジェンダ」を意識して作成したので符合するのは当たり前ではあるが、国際社会でも十分に胸を張るこ

とのできる宣言である。しかもこれらは、北海道大学が創基以来大切にしている「フロンティア精神（→自らの可
能性への挑戦）」「国際性の涵養（→エンゲージメント）」「全人教育（→矜持と尊厳を持つ、誠実さと公平性）」「実
学の重視（→すべての構成員）」ともつながるものが多い。

約150年も前から大切にしてきた北海道大学のDNAを、2015年に採択された国連の「2030アジェンダ」の文
書を受けて、2024年に「北海道サステイナビリティ宣言」という目に見えるかたちで、大学の内外に示すことが
できたことがうれしい。北海道大学という独特な歴史をもとに書かれた「北海道サステイナビリティ宣言」を、一
人でも多くの人に読んでもらいたいと思っている。

https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/
repository/declaration/

連載 第7回

https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/repository/declaration/ 
 
 
 
 
 
 

北海道大学 
サステイナビリティ宣言 
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ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）11：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@univ.coop

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

Vol.
41

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
時
、
い
や
、
そ
う
で

な
く
と
も
、
私
た
ち
は
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
生

き
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
ば
ら
く
前
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
大
流
行
は
、
そ
の
こ
と
を
教
え

る
出
来
事
で
し
た
。
対
面
の
対
人
接
触
を
大
幅
に
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ほ
ぼ
家
族
以
外
の
人

と
の
接
触
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、

二
〇
二
〇
年
初
頭
か
ら
数
年
の
状
況
だ
っ
た
わ
け
で
。

と
く
に
こ
の
年
の
春
に
大
学
に
入
学
し
て
、
家
族
の

も
と
を
離
れ
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
人
た
ち
の
多

く
に
と
っ
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
一
人
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
っ
て
授
業
を
受
け
る
と
い
う
生
活
は
、
骨
身

に
し
み
て
つ
ら
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
沢
山
の
人
で
に
ぎ
わ
う
街
を
見
て
い
る
と
、
早

く
も
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
遠
い
日
々
の
こ
と
の
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
が
。

と
く
に
一
緒
に
何
を
す
る
で
も
な
く
、
た
だ
そ
の

人
が
そ
こ
に
い
る
と
い
う
こ
と
の
、
支
え
る
力
。
こ

れ
は
、
人
が
人
を
支
え
る
基
本
と
い

う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
災
害

が
起
き
た
時
、
人
が
家
族
の
も
と
に

向
か
お
う
と
す
る
の
は
普
遍
的
な
現

象
だ
と
、
災
害
心
理
学
は
教
え
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
四
日
後
に
出

張
で
東
京
に
行
っ
た
ら
、
電
車
の
中

の
あ
ち
こ
ち
で
、
震
災
の
日
に
交
通

網
が
マ
ヒ
し
た
街
を
何
時
間
も
歩
い

て
家
に
帰
っ
た
と
い
う
話
が
、
交
わ

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

人
を
支
え
よ
う
と
す
る
時
、
積

極
的
に
相
手
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
。
こ
れ
は

当
然
の
思
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
少
し
見

方
を
変
え
る
と
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
役
に
立
ち

た
い
、
役
に
立
つ
と
い
う
手
ご
た
え
の
あ
る
こ
と
を

し
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「
手
ご
た
え
」
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
、
こ

れ
な
し
に
支
え
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
難

し
い
。

と
こ
ろ
で
、
積
極
的
な
心
理
療
法
に
、
そ
の
中
で

自
分
で
出
来
る
対
処
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
治
療
終
了

後
も
そ
れ
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
で
再
発
を
予
防
す

る
、
と
い
う
方
法
が
あ
る
の
で
す
が
、
効
果
を
持
続

さ
せ
て
い
る
の
は
、
実
は
治
療
者
と
支
援
を
受
け
る

人
と
の
濃
密
な
協
力
関
係
の
経
験
で
あ
る
、
と
す
る

説
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
か
を
し
た
と
い
う
目

に
見
え
る
こ
と
よ
り
も
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
経
験

が
そ
の
人
を
支
え
続
け
る
、
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
が
、
苦
し
む
人
に
対
し
て
よ
か
れ
と
思
っ

て
す
る
こ
と
の
多
く
は
、
常
識
に
根
差
し
て
い
ま
す
。

で
も
常
識
は
、
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
苦
し
む
人
の
傍
ら
に
い
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
大
変
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
は

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
大
変
さ
を
や

わ
ら
げ
よ
う
と
す
る
言
動
を
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
し
い
人

を
亡
く
し
た
人
に
周
囲
が
か
け
る
言
葉
の
う
ち
、
何

が
役
に
立
っ
て
何
が
役
に
立
た
な
い
か
を
当
事
者
に

調
査
す
る
と
い
う
研
究
が
、
埼
玉
医
科
大
学
精
神
腫

瘍
科
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
驚
く
こ
と

に
、
八
割
は
有
害
で

す
。
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
、
「
気
持
ち
が

わ
か
る
」
と
言
う
こ

と
、
「
い
つ
ま
で
も

悲
し
ま
な
い
で
」
と

言
う
こ
と
…
ど
れ
も

マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。

無
害
な
の
は
、
「
大

変
で
し
た
ね
」
と

い
う
言
葉
く
ら
い
、
と
い
う
結
果
で

す
。
相
手
に
対
し
て
誠
実
な
関
心

を
持
ち
、
そ
の
人
が
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
配
慮
を
行
い
、
そ
し
て
、
そ
ば
に
い
る
こ
と
。

こ
れ
が
近
親
者
を
亡
く
し
た
人
の
役
に
立
つ
、
具
体

的
な
振
る
舞
い
で
あ
る
と
い
う
結
論
で
す
。

で
は
、
な
か
な
か
手
ご
た
え
の
持
て
な
い
支
え
方

を
続
け
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

誰
か
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

支
え
を
必
要
と
す
る
ご
本
人
か
ら
の
感
謝
の
類
は
、

数
年
後
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。
支

え
る
人
ど
う
し
で
支
え
合
い
、
認
め
合
え
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
が
人
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
実

は
「
一
番
大
切
な
も
の
は
目
に
見
え
な
い
」
（
サ
ン
＝

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
星
の
王
子
さ
ま
』
）
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

マイナスのことはしない、マイナスのことはしない、
という支え方という支え方

○

国
内
の
損
害
保
険
会
社（
以
下
、「
損
保
」）が
会
員
と
な
っ
て

い
る
日
本
損
害
保
険
協
会（
以
下
、「
協
会
」）の
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク

２
０
２
４『
日
本
の
損
害
保
険
』（https://w

w
w
.sonpo.or.jp

）が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
に
は
、
年
度
別
に
契
約
者
が
支
払
っ

た
保
険
料
、
損
保
が
支
払
っ
た
保
険
金
、
損
害
率
、
損
保
の
数
、
代

理
店
数
、
従
事
者
数
、
協
会
が
行
っ
て
い
る
事
業
、
損
害
保
険
の
普

及
と
理
解
促
進
、
防
災
や
安
全
対
策
、
関
連
団
体
、
法
律
、
沿
革
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
り
扱
う
金
額
、
働
い
て
い
る
人
数
も

結
構
多
い
大
き
な
業
界
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

損
害
保
険
は
生
活
や
事
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め「
一

人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」と
い
う
相
互
扶
助

の
精
神
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
震
や
大
雨
洪
水
な
ど
の

大
規
模
災
害
、
自
動
車
事
故
と
の
遭
遇
、
火
災
に
あ
っ
た
と
き
、
損

害
保
険
は
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
損
害
保
険
は
や
は

り
社
会
に
必
要
な
事
業
で
す
。

一
方
で
、
過
去
に
は
保
険
金
の
支
給
も
れ
、
最
近
の
Ｂ
Ｍ
社
事
件

に
代
表
さ
れ
る
保
険
金
不
正
請
求
、
情
報
不
正
取
得
や
独
禁
法
違
反
な

ど
、
大
手
損
保
の
不
祥
事
が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
度
に
金
融
庁
か
ら
勧

告
や
指
導
を
受
け
、
再
発
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
、
法
律
の

改
正
な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
大
手
乗
合
代
理
店（
複
数
の
損
保

の
商
品
を
取
り
扱
う
代
理
店
）を
舞
台
に
、
複
数
の
損
保
の
営
業
社
員

が
代
理
店
に
出
向
し
、
代
理
店
業
務
の
肩
代
わ
り
を
し
つ
つ
不
正
に
情

報
を
得
る
、
そ
し
て
契
約
獲
得
や
シ
ェ
ア
獲
得
の
た
め
に
し
の
ぎ
を
削

り
、
時
に
な
れ
合
う
、
仕
事
の
中
身
を
後
回
し
に
し
て
い
わ
ゆ
る
売
上

を
伸
ば
す
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
動
く
、
そ
ん
な
光
景
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
損
害
保
険
は
社
会
的
に
大
き
な
役
割

を
発
揮
し
て
い
る
の
に
こ
れ
ら
の
不
祥
事
は

相
当
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
損
保
営
業
社
員
、
代
理
店
従
事
者

は
、
契
約
者
の
意
向
を
大
事
に
し
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
大
事
に
し
て
保
険
業
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
損
保
の
経
営
ト
ッ
プ
か
ら

ま
ず
社
会
に
お
け
る
立
ち
位
置
を
し
っ
か
り

自
覚
し
て
、
契
約
者
を
第
一
に
仕
事
を
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

こころの
健康を考える 87
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帝
国
大
学
農
科
大
学
と
し
て
大
学
に

昇
格
す
る
と
、応
用
菌
学
の
講
義
を

開
始
し
ま
す
。
一
九
一
一
年
か
ら
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、微
生
物
や
感

染
症
な
ど
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究

を
進
め
て
い
た
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究

所
に
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、各
地
の
研

究
施
設
を
視
察
し
て
施
設
の
見
取
り

図
を
作
成
し
、詳
細
な
報
告
書
を
ま
と

め
、帰
国
後
に
は
応
用
菌
学
研
究
室
の

設
計
案
を
作
成
し
ま
す
。
一
九
一
五

年
、農
科
大
学
の「
応
用
菌
学
講
座
」
創

設
の
中
心
と
な
り
、講
座
担
任
教
授
に

就
任
し
ま
す
。

半
澤
が
応
用
菌
学
の
研
究
で
特
に

力
を
入
れ
た
の
は
、納
豆
の
研
究
で

す
。
従
来
の
納
豆
は
、茹
で
た
大
豆

を
藁
に
包
み
高
温
状
態
に
置
い
て
自

然
発
酵
を
さ
せ
る
製
法
で
あ
っ
た
た

め
、雑
菌
も
混
入
し
非
衛
生
で
し
た
。

一
九
一
八
年
こ
ろ
、半
澤
は
、純
粋
培

養
し
た
納
豆
菌
を
大
豆
に
植
え
付
け

て
発
酵
さ
せ
る
納
豆
製
法
を
考
案
し

ま
す
。
さ
ら
に
、こ
の「
半
澤
式
納
豆

製
法
」の
見
学
会
・
講
習
を
実
施
し
、

容
器
の
工
夫
、製
品
ラ
ベ
ル
の
作
成
、

食
べ
方
の
考
案
・
紹
介
、雑
誌
『
納

豆
』
の
発
刊
な
ど
、納
豆
の
普
及
に
努

め
、「
納
豆
博
士
」の
異
名
を
取
り
ま
し

た
。
納
豆
の
研
究
以
外
に
も
多
く
の

研
究
業
績
を
残
し
、一
九
四
一
年
に
北

海
道
帝
国
大
学
を
停
年
退
官
し
名
誉

教
授
と
な
り
ま
す
。

病
理
学
を
専
攻
し
ま
す
。
一
九
〇
一

年
、卒
業
論
文
で
は
、大
豆
の
葉
・

茎
・
莢
に
菌
類
が
寄
生
し
て
腐
っ
て

い
く「
大
豆
菌
核
病
」を
テ
ー
マ
と
し

ま
し
た
。

卒
業
後
、研
究
生
を
経
て
一
九
〇
三

年
三
月
に
札
幌
農
学
校
助
教
授
に
就
任

し
た
時
期
に
半
澤
が
取
り
組
ん
だ
の
は

雑
草
の
研
究
で
す
。
植
物
へ
の
愛
好

と
、農
産
物
に
悪
影
響

を
与
え
る
雑
草
の
研
究

と
い
う
農
学
校
の
使
命

を
両
な
が
ら
に
満
た
す

目
の
付
け
所
が
秀
逸
で

す
。
半
澤
は
、雑
草
の

標
本
を
集
め
、ス
ケ
ッ

チ
を
し
、雑
草
の
定
義

か
ら
伝
播
、被
害
、効

用
、撲
滅
法
、鑑
定
な
ど

を
調
査
し
、一
九
一
〇

年
に
著
書『
雑
草
学
』を

現
在
、大
学
文
書
館
で
は
、企
画
展

示「
半
澤
洵
博
士
の
眼
鏡
に
映
っ
た
世

界
―
植
物
誌
か
ら
食
物
史
へ
、93
年

間
の
観
察
と
探
究
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。
半
澤
家
や
ご
親
族
か
ら
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
を
中
心
に

構
成
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
展
示
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

植
物
好
き
の
雑
草
研
究

半
澤
洵
は
、一
八
九
二
年
に
札
幌
農

学
校
予
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
植
物

好
き
で
あ
っ
た
た
め
、植
物
図
の
模

写
、野
草
の
ス
ケ
ッ
チ
、植
物
採
集
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、札
幌
農
学

校
で
学
ぶ
植
物
学
分
野
は
、農
作
物
の

病
害
を
避
け
る
た
め
に
そ
の
病
原
を

探
る
植
物
病
理
学
が
中
心
で
し
た
。

一
八
九
七
年
に
本
科
に
入
学
す
る
と
、

半
澤
は
宮
部
金
吾
教
授
の
下
で
植
物
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戦
後
の
食
品
科
学
へ
の
貢
献

戦
後
、新
し
い
社
会
の
建
設
に
必
要

な
大
学
・
短
大
の
創
設
が
進
み
ま
す
。

食
品
科
学
・
栄
養
学
・
家
政
学
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
半
澤
の
広
く
深
い

学
識
が
求
め
ら
れ
、道
内
の
新
設
大
学

か
ら
教
授
、時
に
は
学
長
と
し
て
招
か

れ
ま
し
た
。
半
澤
は
こ
れ
ら
の
大
学

で
食
用
植
物
学
、食
用
微
生
物
学
、食

物
史
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、八
十
七
歳
ま
で
詳
細
な
講
義

ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
教
壇
に
立
ち
続

け
て
い
ま
す
。

展
示
資
料
を
見
て
印
象
に
残
る
の

は
、半
澤
の
徹
底
し
た
姿
勢
で
す
。
少

年
期
の
植
物
ス
ケ
ッ
チ
も
、雑
草
の
調

査
も
、留
学
先
の
研
究
施
設
の
見
取
り

図
も
、納
豆
研
究
へ
の
取
り
組
み
も
、

戦
後
の
講
義
ノ
ー
ト
も
、細
か
い
部
分

ま
で
専
心
し
て
い
ま
す
。
九
十
三
年

の
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
か
っ
た

半
澤
洵
の
人
柄
が
見
て
取
れ
ま
す
。

応用菌学教室の半澤洵教授（1920年前後）応用菌学教室の半澤洵教授（1920年前後）

刊
行
し
ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
雑

草
に
関
す
る
専
門
書
で
す
。

応
用
菌
学
に
転
じ「
納
豆
博
士
」に

し
か
し
、半
澤
は
研
究
分
野
を
農
芸

化
学
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

時
、札
幌
農
学
校
は
、土
壌
・
肥
料
・

農
薬
・
食
品
加
工
な
ど
を
研
究
対
象

と
す
る
農
芸
化
学
分
野
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
白
羽
の
矢

が
半
澤
に
立
ち
ま
す
。
半
澤
は
農
芸

化
学
分
野
の
中
で
も
、食
品
の
発
酵
・

醸
造
、黴
の
発
生
や
殺
菌
な
ど
に
関
す

る「
応
用
菌
学
」に
専
門
を
定
め
ま
す
。

日
本
で
は
応
用
菌
学
は
ま
だ
新
し
い

研
究
分
野
で
あ
っ
た
た
め
、半
澤
は
研

究
の
方
法
や
施
設
の
調
査
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
〇
四
年
、半
澤
は
、主
と
し
て

医
学
分
野
の
伝
染
病
学
や
細
菌
学
を

研
究
し
て
い
た
国
立
伝
染
病
研
究

所（
北
里
柴
三
郎
所
長
）で
伝
染
病
研

究
法
の
講
習
を
受
講
し
、微
生
物
を

対
象
と
す
る
研
究
法
を
学
び
ま
す
。

一
九
〇
七
年
に
札
幌
農
学
校
が
東
北

「帝国北大学半澤博士御研究 学理応用なっと「帝国北大学半澤博士御研究 学理応用なっと
菌使用」と書かれた納豆店看板菌使用」と書かれた納豆店看板

半澤洵が描いた雑草研究のために半澤洵が描いた雑草研究のために
福寿草（1905年前後）福寿草（1905年前後）

（ 7 ）　第 411号 よりよい生活と平和のために 2025年 1月 1日



北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/facultymember/backnumber.html

■
秋
の
自
転
車
点
検
会
を
行
い
ま
し
た
！

10
月
21
日
、
22
日
に
第
２
体
育
館
前
で

自
転
車
点
検
会
を
実
施
し
ま
し
た
！
点
検
は

基
本
的
に
無
料
で
行
い
、
空
気
入
れ
や
油
差

し
、
ブ
レ
ー
キ
・
チ
ェ
ー
ン
の
調
整
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
自
身
の
加
入
状
況
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
学
生
総
合
共
済
や

学
生
生
活
１
１
０
番
な
ど
の
保
障
制
度
へ
の

加
入
確
認
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
立
て
看
板
の
設
置
を
始
め
た
こ

と
や
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
１
日
目

は
１
２
０
人
、
２
日
目
は
２
１
２
人
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

■
10
月
総
代
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

し
た
！

10
月
29
日
に
中
央
食
堂
２
階
に
て
総
代

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
新
メ

ニ
ュ
ー
の
試
食
会
と
交
流
会
を
行
っ
た
後

に
、
学
生
委
員
会
が
過
去
に
実
施
し
た
企
画

を
も
と
に
「
防
災
バ
ッ
グ
体
験
会
」、「
健
康

企
画
」、「
組
声
返
答
会
」
の
３
つ
の
ブ
ー
ス

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

試
食
会
で
は
新
メ
ニ
ュ
ー
の
味
を
は
じ

め
班
内
の
意
見
交
流
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
総
代
の
つ
ど
い
で
は
生
協
へ

の
意
見
交
流
だ
け
で
な
く
、
ブ
ー
ス
体
験
を

通
し
て
総
代
同
士
の
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
総
代
の
方
に
継
続
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
企
画
、
新
し
く
総
代
に
な
り
た
い

と
思
え
る
企
画
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
北
部
食
堂
の
エ
リ
ア
命
名
企
画
を

進
め
て
い
ま
す
！

７
月
に
開
催
し
た
「
総
代
の
つ
ど
い
」

に
て
、「
北
部
食
堂
で
友
達
と
合
流
す
る

際
、
座
席
の
位
置
を
伝
え
る
の
が
大
変
な

の
で
、
エ
リ
ア
ご
と
に
名
前
を
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
意
見
の
実
現
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

エ
リ
ア
名
は
北
海
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る

動
植
物
の
ア
イ
ヌ
語
名
と
し
、
ア
イ
ヌ
共

生
推
進
本
部
の
先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
学
生
・
教
職
員
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
名
を
表
す
イ

ラ
ス
ト
は
北
大
美
術
部 

黒
百
合
会
さ
ん
に

制
作
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
１
月
頃
に
掲

示
開
始
予
定
で
す
！

■「
い
ん
で
な
い
か
い
」制
作
中
で
す
！

新
入
院
生
に
送
付
す
る
情
報
誌
「
い
ん

で
な
い
か
い
」
を
制
作
中
で
す
！
内
容
は

北
海
道
・
札
幌
の
紹
介
、
北
大
や
北
大
生

協
、
大
学
院
の
生
活
に
つ
い
て
な
ど
で
、

生
協
の
資
料
請
求
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
！
２
月
完
成
を

目
指
し
て
制
作
を
進
め
ま
す
！

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
し
た

10
月
に
新
た
に
来
日
し
た
留
学
生
を
主

に
対
象
と
し
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

を
、
中
央
食
堂
２
階
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
軽

食
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

■
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
生
協
留
学

生
委
員
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
て
き
ま
し
た

生
協
留
学
生
委
員
会
が
活
発
に
活
動

し
て
い
る
、
国
内
６
大
学
か
ら
東
京
に
集

ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
学
委
員
会
か
ら
は
２
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の

取
り
組
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
課
題
に
つ
い
て

シ
ェ
ア
し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
10
月
15
・
16
日
、

11
月
12
・
13
日
の
昼
休
み
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
10
月
期
の
決
算

報
告
書
、
購
買
店
の
お
弁
当
や
コ
ッ
プ
パ

ン
の
発
注
数
、
文
具
の
品
揃
え
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
総
代

会
議
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
10
月
17
日
、
11
月

14
日
定
例
会
議
を
開
催
し
、
き
ぼ
う
の
虹

の
編
集
お
よ
び
総
代
会
議
で
の
意
見
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

毎
回O

pinion!

や
特
集
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

多
く
の
教
職
員
の
方
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
年
度

末
の
忙
し
さ
も
あ
り
、
慌
た
だ
し
い
時
期
で

す
ね
。
北
大
生
協
は
２
月
が
年
度
末
と
な

り
、
次
年
度
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
近
年
、
人
手
不
足
や
物
価
高
の
影
響
で

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
き
、
ご
心
配
・
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
良
い
生
活

の
た
め
に
、
全
国
の
大
学
生
協
の
事
例
を
参

考
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
北
大
生

協
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
か
ら
、

組
合
員
メ
リ
ッ
ト
向
上
の
た
め
食
堂
で
非
組

合
員
割
増
価
格
を
導
入
し
ま
す
。
総
代
会
議

や「
組
合
員
の
声
カ
ー
ド
」な
ど
で
、
引
き
続

き
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
年
も
北

大
生
協
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2025年 1月 1日 よりよい生活と平和のために 第 411号　（ 8 ）


